
最上川中流 蔵岡地区(角間沢川）住民説明会【概要】 平成31年1月20日開催

１．概要
□ 「蔵岡地区（角間沢川)H30.8.6出水を踏まえた治水対策」について、1月20日に住民説明会を実施。
□村・県・国から、「H30.8.6出水を踏まえた治水対策案（輪中堤、放水路樋管改修、ﾄﾝﾈﾙ、河道拡幅樋管改修）の検討」、

「治水対策完成までの排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車の運用検討」、「ｹﾞｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟの機能強化（発動発電機の設置）」、「現施設の活用改善
（ﾎﾞｰﾄの移設）」、「危機管理型水位計の設置」、「氾濫発生時の避難行動計画の検討」について説明。

□早期の対策着手に向け、今回頂いたご意見の内容を精査し、出来るだけ早く住民説明会を開催する。

２．参加者
□ 蔵岡地区住民 （77世帯中、48世帯（56名）が参加）
□ 戸沢村 村長ほか３名
□ 山形県 県土整備部 参事兼河川課長 ほか1名

最上総合支庁 １名
□ 国交省 河川部河川調査官、

新庄河川事務所長 ほか６名
※ 取材マスコミ ＴＶ５社、新聞７社 計１２社

３．主な意見・コメント等

□住民の声 ・水田も含めて生命、財産を守って欲しい。
・８月と同じ規模の雨が降った場合の余裕はあるのか。
・上流のため池の崩壊など、昨年以上の被害を想定すべき。
・土砂堆積への対策をして欲しい。排水ポンプ車は確実に運用できるようお願いする。

□新庄河川 ・樋管やスクリーンへのゴミ、土砂堆積への対策について今後検討する。
・これまでよりも早い出動が可能となるよう、しっかりと取り組んでいく。

□山形県 ・輪中堤は、生命・財産を守るうえで早期に治水効果を発現できる案である。
・現案の輪中堤の高さは、Ｈ30.8.6出水での再度災害防止を目的のため氾濫実績で設定している。
・いただいた意見を精査し、輪中堤案を中心により詳細に説明する。

□戸沢村 ・避難場所等にいただいた皆様の意見を踏まえ、引き続き検討する。
・事業予算の問題もあり、検討を延々とやるわけいかない。案が決まったら村として支援する。
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